
◆ 所属会員

◆ 岩手県北上市出身    ◆ 家族　夫、二男一女、義母、犬

 子ども・障がい者・高齢者
　　　　　“生きる力”を応援します

私、皆川 りうこは、2007年の統一地方選におい

て多くのご支援を頂くも、私の力不足で105票差に

より惜敗いたしました。

その後、2008年の春より大学で臨床心理を学

び、地元中学の実習では教育現場の一端に触れまし

た。また、虐待などにより家に戻れない子どものた

めの緊急シェルターにスタッフとして関わり、スト

レスを抱える子どもたちの現実も目の当たりにし、

子どもを取り巻く環境の厳しさを実感しました。

昨今では、雇用環境や変化やリストラ、介護疲

れ、虐待問題等で心の健康を害する人が多く命の危

険性も指摘されます。いま、市政に求められる課題

はメンタルヘルスや福祉施策の充実、“生きる力”を
応援する施策であると痛感します。

私、皆川 りうこは、12年間の議会活動において

福祉、環境、政策実現向けて行財政革等に取り組み

ました。これまでの経験を踏まえ税金の使われ方を

しっかりチェックし、“生きる力”を応援する市政の

実現を目指して参ります。

　　  前国分寺市議会議員　　　皆川  りうこ

／地域福祉の視点に立った「福祉基本条例」の制定を
目指します
／心の健康づくり、相談窓口業務の充実、自殺対策を
推進します

● いきる　福祉

● はぐくむ　子ども・教育

／訪問サポート・メンタルフレンドの派遣事業を目指
します（引きこもり、不登校への対応）
／スクールカウンセラー事業に福祉的援助の観点を取
り入れます（スクールソーシャルワークシステム）

　 皆川 りうこは、“生きる力”を応援する市政

　　　　　　　　　　　　　の実現に、全力投球します

～　皆川 りうこ プロフィール　～

跡見短大卒　日本警備保障（現セコム㈱）入社。
同社退職後、生協、PTA活動等を通じて食、環境、教育問題に取り組む

国分寺市議会議員初当選、’99年二期目当選　’03年三期目当選
（厚生委員長、文教委員長、青少年問題協議会、民生委員推薦会等歴任）

● やすらぐ　環境

／環境に負荷をかけない持続可能な暮らしを目指しま
す（ゆりかごからゆりかごへ）

● かわる　行政改革・改善

／PDCA（計画、実行、評価，改善）マネジメントサ
イクルの徹底により業務の継続的改善を図ります
／職員人材育成基本計画、研修の充実、専門職員のス
キル向上を図ります

自殺対策支援センターライフリンク、自治体学会、日本子ども虐待防止学会、ごみ環境ビ
ジョン21  他

四期目に挑戦するも惜敗。同年、子どものシェルターのスタッフとして勤務

跡見学園女子大文学部3年入学、現在4年生　臨床心理学科で学ぶ
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◆　計画（Ｐｌａｎ）実行（Ｄｏ）評価（Ｃｈｅｃｈ）改善（Ａｃｔｉｏｎ）の徹底で業務の改善を
…　市民の目線で税金の使い道をチェックする

◆　相談業務の全面見直しで改革、改善

◆　学校と家庭との連携…スクールソーシャルワーク（SSW）の活用を

◆　自殺対策という生きる支援

：
：

：
：
：

皆川りうこの会“Let‘ｓ”参加者募集中

費用対効果の視点で清掃事業の民間委託化を進める（人件費が約4億円から約2億円に削減される）→市の職員
が、ごみ出しの困難な一人暮らしの高齢者や障害のある人への声かけを行なうゴミの収集「ふれあい収集事業」を
実現しました

平成21年度の施政方針では、各行政部門で相談業務の充実や支援体制の強化が掲げられています。しかし例年
のように漫然と同じ文言が羅列している感があり、一体何を充実し体制を強化するのか実態が見えません。何が問
題で課題はどこにあるのか検証はなされているのか疑問です。

今、雇用環境の変化、不況、借金、DV虐待問題など心の問題を抱えている人が増加し深刻な事態です。市民の
ニーズに応えるための相談窓口業務の抜本的改善、改革に取り組みます。

家庭の問題がありストレスを抱えている子ども達への対応は、学校だけでは限界があり担任とともに児童･生徒の
家庭訪問や児童相談所との連携により問題解決にあたる必要があります。

子どもたちが直面している様々な問題に対して学校をベースとして福祉の観点から支援活動をおこなうシステム、
スクールソーシャルワークの検討を進めます。

’98年以降年間3万人以上の人が自殺により亡くなっています。 ’06年成立の「自殺対策基本法」により、これまで
語られにくい「死」であった自殺は、社会で取り組むべき課題と位置づけ心の健康を保つ措置を講ずるよう求めてい
ます。

小金井警察署管内（小金井、国分寺）でも、20歳代以上で88人もの人が自殺で亡くなっており（‘08自殺実態白

書’04～’06累計）、複数の要因が連鎖する自殺への総合的な対策が必要です。
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皆川りうこの会“Let‘ｓ”では、国分寺のまちづく

りを市民の皆さんと共に考え進めます。日頃の

市政に対するご意見をお聞かせください。

会 費
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ホームページ http://www.geocities.jp/minagawa  fam/riuko/

一口　1,000円
口座番号　00160-9-614301
口座名義　「皆川りうこの会“Let‘ｓ”」

042-324-4442
riuko080@ybb.ne.jp
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皆川りうこの会“Let's”　伝言板

12

17

18


